
平成 28 年度外部研究評価 主要意見と対処方針 

 

 

環境研究の基盤整備                                      

 
委員会からの主要意見                                   

現状についての評価・質問等 

○ 国立環境研究所の研究の基盤となる重要な活動として高く評価できると共に、社会へのアウトリーチとして

も重要である。 

○ モニタリングや環境試料保存といった長期にわたる継続的な活動やデータベース整備は、大学などの研究

機関では困難であり、大変重要である。 

今後への期待など 

○ 安定した予算、人員の確保により、今後も継続することを期待している。 

○ 経費と人材の確保のため、研究成果のアピールの仕方や、データベース整備を行う研究者に対する評価の

仕組みの検討なども必要であろう。 

○ 世界に存在する同様のプロジェクトとの連携・情報交換を強化し、方法における最善を目指して欲しい。 

 
主要意見に対する国環研の考え方 

①  国立環境研究所としましても、環境研究の基盤整備としての各活動は、研究所の研究の基盤となる特徴的

で重要な活動であるとともに、社会へのアウトリーチの１つとしても重要であり、継続的な活動であることが価

値を産んでいると認識しております。 

②  重要な基盤研究への安定的予算配分や人員の長期雇用などのために、今後とも検討や対策を重ねてゆ

きたいと考えております。 

③  今後の継続的な活動のためにも、成果の評価については、論文発表ばかりではなくデータベース整備につ

いても評価する等、既存の研究評価とは異なる方法についても検討してまいります。また、社会や各研究分

野のニーズを的確に捉えた成果のアピール方法を模索し続けていきたいと思います。 

④  世界の他のプロジェクトとの連携や情報交換を積極的に行い、各活動やその方法論を固定化することな

く、時代に沿ったものとして発展させ続けるよう努力いたします。 

 
 


